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〈書評〉

R.コッグス『高度経済下の流通問題r
(森下二次也監訳，阿部真也，鈴木武，光津波朗訳，

中央経済社， 1971年)

橋本 勲

E 

毎年のように，アメリヵのマーケティング論研究は活寝である。 その汗牛充棟の著作

りなかで，真に研究と呼ばれる著作は多くはない。 本書は，アカデミックな香を漂わし

ている研究町一つである。最近，アメリカにおいても違った潮流がみられはじめた。 19

50年代後半から60年代にかけて， 企業的マーケティ γ グ論が見事に開花し，満開時代を

現出したの しかし，最近になってふたたび社会経済的マーケティング論の研究が目立つ

ようになってきた。 あるいはマネジリアル・マーケティング論の反省期に入ってきたの

かもしれない。 ここでとりあげた R コックスの『高度経済下の流通問題』も社会経済

的研究D潮流を形成し，そり先駆的位置を占める研究の一つである。

著者コックス (ReavIsCox)は，戦後のマ ケティング研究の出発点となり礎石とな

った Theoryin Marketing， 19回，の編集者として著名であり 1964年には同書のセカ

ンド・シリ ノJをオルダ ソソ (Wroe Alderson)とともに編集し， ベンシノレベニア大

学の匡星であった。今回も同じ大学りグッドマン (CharlesS. Goodman)やフイッチャ

γドラ CThomas G. Fichandler)の協カヂ夫ている。

II 

本書の構成は，大別して 3部からでき1いる。第一部「緒論」は，問題提起にあたり，

第 2部「流通およびその活動」は，展開分析にらたり，第8部「流通活動の評価」は，

そ白分析にもとづく結論にあたる部分である。 しかし，結論や評価については極めて慎

重で，必ずしも明快とはし、えないが， それだけに研究者的配慮を感じさせる重厚な著作

である。

本ReavisCox. Dtstr曲u，叩n削 aHlgh-Level Ec01wmy， Prentice HaU. Inc.， U. S. A， 1965 
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第 1部の「緒論」においては，流通に対する従来の非難や問題性を指摘し，従来四評

価観点には3つあったとする。分析的評価 (analyticalappraisal)，経営者的評価 (mana-

ge口alapprai回 1)，計数的評価(と訳されているが， evaluative appraisal，すなわち厚生

の観点からの評価を意味する〉である。 この従来の 3つの評価視点に対して，著者は新

しい評価視点が必要であると主張する。その試みは， 1，流通システム旧社会的意義を明

確にすること， 2，ζりシステムのおこなう活動を測定し，その活動D結果を評価するこ

と， 3，流通を改善する力をもった人々によっておこなわれるシステマティックな活動に

適した勧告を提示すること，以上の 3点によって達成されると説いている。

III 

第 2部。「流通とその活動」は， 問題提起のあとを受けて分析の展開を中心とする本

書の核心的部分であるロ その9つり章のうち，前半の第2章から第7章までの6つの章

では流通とは何かり問題を展開し， 後半の第8章から第10章にかけての 3つの章では5

付加価値 (addedvalue)を中心として流通活動を分析している。

本書り特徴り lつは，流通を極めて広いマグロ的視角から分析している点にあるが.

そのー端は流通四規定にもあらわわている。第2章「流通システムはなぜ必要になった

か」において，流通とは「分業を可能ならしめる諸活動D総体でありJ(16ベ ジ)， I専

門化した生産物を国民所得と結びつけ， それにともなう生活内容を消費者に供与する調

整と交換のシステムであるJ (19ページ〕と考え u、る。 ζりような広い視点は全巻を

通じて流れ，後の付加価値の分析も広〈国民所得との関連で考察されている。第3章

「アメリカ経済における財貨とサービスり流れ」では，流通量の測定基準が問題にき払

流通白書Ilれ〈由ow)に分析を進めている。 ここで，本7書の注目すべき成果の 1つである

財貨とサ ビスのフロ ・チャート (40ベージ， 原著では扉の見返しにある〉が描かれ

ている。 このチャートは産業連関表にもとづいたフローの見取図で極めて興味ある分析

であるが，某準となった年が1947年になっている。したがって， '20世紀財団の手になる

1938年のフロー・チャート〈例えば， H. E. Agnew， H. A. Conner and W. L. Doremus， 

Outlines of Marketing， 1950，にみられるチャート〉も含めて比較し，歴史的ト νγ ドD

分析に進め亡欲しかった。一般に本書では，興味ある統言i資料り提示が多いが，できれ

ば歴史的比較分析， 各国主の同際比較分析に言及きれ工いるとさらに興味深いものにな

ったと思われる。

第4章「合衆国ではだれが財貨やサーピスを流通させる田かJでは， 流通主体として

の卸，小売Dマ ケティ γ グ機関の分析が，第5章「流通諸機関白チャネルへの組織化」

では，チャネルそりもり自分析が展開されている。 コックスは.チャネル概念を広〈把
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握L， r生産者と消費者との間に介在する所有者の継起 (succe阻 on)であるJ (79ベ-
/)と規定している。また間接チャネルがなぜ必要になったか，流通チャネル白変化を

規定するもりは何かなどという興味ある問題提起もみられる。 前者の間接チャネルの必

要性については取引締結費用(cost of ~rranging tran日ctions)の節減にその根拠を求め

ようとしている。これはホール (M.HaIl)のし、う取引総数最小化原理と同じ意図をもっ

た説明であり，極めて明快な指摘である。 また後者自チャネル変化の規定要因について

ほ， r経済生産性における大幅な上昇」が財貨やザーピスの数量や種類を増大させたと邑
を指摘している。 しかし， これらの説明原理は余りにも一般的抽象的である。もう少し

具体的に歴史的発展過程のなかから解明すべき問題が残されているように恩われる。 本

書では一般に歴史的視角もみられ， それが魅力になっているが，必ずしも十分ιはいえ
ない。

第百章「流通機関として白都古」においても同じ傾向がみられ， 都市の人口集中や都

市と産業との関連が抽象的に考察され歴史的視点が十分ではない。 第7章「市場接触り

遂行」では， 売手中買手がみずから求める特定白品揃えを選択する過程でもつ多くの探

索的接触(exploratory contac白〉と，広告と人的販売による促進的接触 (promotional

contacts)と取引の分析とが展開されている。しかし，これらの章は必ず1..-"本書の面目

を発揮した部分ではなし注目すべき章は，次の第8章以下の3つ四章で展開される流

通における能率測定の問題である。

流通合理化，あるいは流通能率四向上は極めて重要な課題であ15がs そのばあいに流

通能率が向上したか存かを具体的に何に上。て測定すべきかの問題が生じる。 ζの問題

にはすでに幾多白研究がみbれ，従来においてもs ホ スト Y (N. T.，Houston)やブ

ラック CJ.D. Black)のように，流通雇傭量をィ γ ・プットとする方法〔アウト・プッ

トは生産された財貨0物的数量に生産者価格を乗じた生産物価値)， オノレダーソン (W.

Alder田 n)のように， 小売応の販売回数をアウト・プットとする方法〈厳密には，小売

販売単位数を購買時間数で除した購買一時間当り販売単位数)， またホール (M.Hall) 

やクナヅプ(J.Knapp)ウィンλテン (C.Winsten)りように，アウト・プットを販売

高，イ γ ・プットを労働量に求める方法などいろいろな説がある。 しかしもっとも一

般的な方法は， マージンすなわち，生産者。受取価格と消費者の支払価格との開差が相

対的に小さくなると生産性が増大したと考える方法であるの本書ではマ ジンによる方

法に似ている付加価値を指標にしている。 この産業連関表に基づいた付加価値の分析は

高〈評価されねばならない。しかし，能率iIlU定白問題として考えると，イシ・プットと

アウ i・プγ!と回関係を、、かに考えたらよし、かという問題が残される。付加価値士ア

ウト・プットとすれば，イン・プットを何に求めた6ょ九、か。また反対に付加価値の実
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体がマーシ日であり， マーケティング・コストであるとすれば，反対にアウト・プット

を何に求めたらよいかという問題が生じる。またホ ルは，アウト・プットの国際比較

において付加価値を用いる方法は， マ ジンを用いる方法と|司じように，競争が完全に

おこなわれていないばあいには付加価値に歪みが生じることを指摘している。 このよう

な問題は残されるが，コ γパース (P.D目Converse)やパーガー (H.Barger)などの資

料を利用した重厚な分析の結果， 著者は過去数十年にわたって流通能率は安定的である

か，僅かながら上ったことを指1商している。

IV 

最後に，第3部「流通活動の評価jと第4部「将来への展望」を展開している。 第3

部における流通活動の評価は. 3つの評価基準を設定して展開されている。第lは，第

四章における「流通は非能率的(inefficient)か?Jという能率テストの観点であり，小

売，卸の能率については，食料品などの財貨白送達をアウト・プット， グロス・マージ

ンをイ γ・プヅトとしているガノレプレイス(J.K. Galbrai'h)やホルトン(R.H. Holton) 

。研究を検討している。 しかし，コックスは，能率概念の定義の不完全性を指摘し，断

定的な主張を避けている。第2は，第13章における「流通は不公正 (unfair)か 'jと

いう公正テストの観点であり， ここでは主として農民の所得と農産物マーケティング白

問題が検討され，農家所得は明らかに低かったが， とれは必ずLもマーケティングの責

任ではないと考えている。第3は，第14章にみられる「流通は侵害的 (abusive)か， j

という消費者志向テストの観点であり，ここでは「詐欺や歎臓が充満しているj， Iマー

ケティングは浪費的である」等々の告発をとりあげ， 消費者に真の満足士提供している

か否かがテストされているn しかし，告発 弁護 裁決という本章の構成が示して

いるように， コックスは裁判官的慎重きで問題に対処l..， I確固たる結論」を避けてい

る。これらの謙虚な分析態度は全篇を通じて一貫し， 本書の重厚な分析とともに強く印

象づけられるが，他面きわめて相対的な結論になって隔靴掻搾の感を拭いきれない。 と

もあれ本書は， アメリカの流通を文字通り社会経済的な広角レンスを使ったきわめてス

ケ~)レの大きい包括的な研究であり， また精密な実証的資料を駆使した手堅い研究でも

ある。このような研究をわが国の学界に紹介された森下三次也，阿部真也，鈴木武，光

津滋朗の諸教授の訳業には心から敬意を表したい。訳業については，部分的には意見の

相b童もみられるが，全体としてはきわめて良心的であり 4年間四営々孜々とした地味

な共司作業の見事な結実として高〈評価したい。


